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令和５年度 松戸市高齢者虐待防止ネットワーク事業 実施計画実施状況

予防や早期発見に向けた取り組み

新
規

拡
充 具体的な取り組み

①ポスターやパンフレットの作成、配布
・市内公共施設も含めたポスター・パンフレットの配布・掲示を実施

②市ホームページやSNSを活用した周知啓発
・高齢者虐待防止ネットワークのホームページにて、虐待防止マニュアル及び虐待防止のための指針作成の手引きの紹介、
市民向け講演会実施や虐待防止啓発DVD貸出の案内等を、継続して掲載し内容を更新
・SNSにて、市民向け講演会の案内を行った ※公式X → インプレッション数：6,383 Facebook → リーチ数：435

③認知症関連事業との連携
・認知症サポーター養成講座にて、高齢者虐待についても言及し、理解を深めるとともに、地域や周囲による支援の重要性を周知した
※地域包括支援センターによる認知症サポーター養成講座実施状況 開催回数 → １０７回 受講者数 → ２，６５８人

④養護者へのアプローチ
・介護者の負担軽減やピアカウンセリングを目的に、より幅広く参加しやすいよう、介護者のつどいの周知、運営を実施
※地域包括支援センターによる 介護者のつどい実施状況 開催回数 → ８０回 （延べ４９0名参加）

○
⑤研修会、講演会のDVD貸出

・地域住民や専門職者が学び理解を深める機会を設けることができるよう、DVD貸出やホームページ上の研修動画の活用を促している
※DVD貸出先 地域包括支援センター（普及啓発に活用）、介護事業所（事業所内研修に活用）

○
⑥松戸市パートナー講座での啓発活動

・地域での活用促進を目的とし、民生委員児童委員協議会を通じて市内18地区に、高齢者虐待及び虐待防止条例の講座を周知
・介護老人保健施設にて、令和5年9月14日、19日にパートナー講座を実施 ※42名出席
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令和５年度 松戸市高齢者虐待防止ネットワーク事業 実施計画実施状況

早期対応、再発防止の取り組み

新
規

拡
充 具体的な取り組み

①専門職向け研修会・勉強会等の開催
・より幅広いサービス種別の専門職の方に受講していただくことができるよう、オンラインにて開催
（講師） 松戸市高齢者虐待防止ネットワーク会長 和田忠志 氏 （いらはら診療所 在宅医療部）

副会長 須田仁 氏 （聖徳大学 心理・福祉学部 社会福祉学科 准教授）

令和6年2月22日（木） 居宅向け 参加人数・・・６６名
「虐待防止全般（レスペクト、死亡回避を含む）」 「アセスメント、支援の基本原則」

令和6年2月29日（木）施設職員向け 参加人数・・・５２名
「虐待防止全般（虐待発生の要因、虐待防止の取組」 「マニュアル・チェックリストの活用、身体拘束適正化、支援者連携」

②高齢者虐待相談
・養護者による高齢者虐待 相談通報件数 246件 ／ 虐待認定件数 101件
・セルフ・ネグレクト事例の把握 事例件数 １７件 （R5年4月以降の新規把握事例）

③個別事例検討会
・圏域毎に毎月１回開催 （虐待の新規認定、終結の判断、継続ケースの支援状況の確認）

④高齢者虐待防止ネットワーク担当者会議等
⑤奇数月に開催し、早期解決に向けた、支援方針の確認や多職種での検討を行っている。 ※3圏域１８事例
⑥他分野の虐待防止ネットワークとの連携として、障害者虐待防止ネットワーク担当者会議に出席

○
⑤高齢者虐待防止マニュアル

・家庭用／養介護施設従事者用／専門職向けの3種それぞれの改訂を検討し、ネットワーク担当者会議委員より意見を募った
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令和５年度 松戸市高齢者虐待防止ネットワーク事業 実施計画実施状況

早期対応、再発防止の取り組み

新
規

拡
充

具体的な取り組み

○

⑥高齢者虐待予防に関する研究等
・セルフ・ネグレクト件数と要因の把握、分析

令和4年度より開始し、地域包括支援センターが把握した世帯について、事例の背景や支援内容などの把握を進めている
本市としてのセルフ・ネグレクトの判断基準を見直し、状況改善に向けた課題解決がより困難な事例を蓄積
併せて、セルフ・ネグレクト状態への支援が終結したケースについて、その過程及び状況について把握、分析

・松戸市における深刻度分析と支援への活用
松戸市独自の深刻度基準を引き続き適用し、養護者による虐待及び養介護施設従事者による虐待のアセスメントに活用

・第19回日本高齢者虐待防止学会 上越大会 へオンラインにて参加 ※令和5年９月16日（土） 9：00～17：00

・高齢者虐待対応における研修などへの参加、地域包括支援センターにも周知し、研修内容を共有することでスキルアップを図った
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養護者による高齢者虐待 通報受理状況
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身体的虐待 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待 介護等放棄

虐待の種類（％）（重複あり）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

R4 国の調査
身体的虐待 65.3％
心理的虐待 39.0％
性的虐待 0.4％
経済的虐待 14.9％
介護等放棄 19.7％

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

通報件数(件) 185 214 231 293 246

虐待認定数(件) 75 78 106 140 101

認定率(%) 40.5 36.4 45.9 47.8 41.1

R4 国の調査
通報 38,291件
認定 16,669件
（45.0％認定）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

実人数（人） 75 78 106 140 101

身体的虐待 4965.3% 5266.7% 4946.2% 76 54.3% 5958.4%

心理的虐待 3344.0% 4152.6% 33 31.1% 4028.6% 2726.7%

性的虐待 0 0.0% 0 0.0% 2 1.9% 1 0.7% 0 0.0%

経済的虐待 16 21.3% 2228.2% 2826.4% 21 15.0% 2423.8%

介護等放棄 2128.0% 2228.2% 2826.4% 4733.6% 2625.7%

（％）（件）



松戸市高齢者虐待防止ネットワークの体系図
地域レベル 圏域レベル 市レベル

政
策
形
成
等

個
別
支
援

個別事例検討会

◎役 割：個別事例の対応検討

◎メンバー：地域包括支援センター
有識者

◎開催回数：毎月開催

地域個別ケア会議

◎役 割：困難事例の課題の解決

専門職への職務を通じたトレーニング

◎メンバー：地域包括支援センター

幅広い地域の専門職等

（医療・介護関係者以外も含む）

◎開催回数：年４～６回程度

地域包括ケア推進会議

◎役 割：地域レベルの課題の解決

◎メンバー：地域包括支援センター

地域の専門職・関係者

◎開催回数：年２回程度

１５地域包括支援センター議論の場

（現在のセンター長会議の活用を想定）

◎役 割：市レベルで共有すべき困難事例の対応検討

高齢者虐待防止事業の立案・推進

◎メンバー：地域包括支援センター長

◎開催回数：毎月開催

困難事例の検討から把握
された地域レベルの課題

地域レベルでは解決できない課題

地域課題が関わる事例

対応状況の報告
・

地域で解決が
困難な課題の共有

対応状況
・

事業計画
・

実施内容の報告

市、地域レベルで検討された
内容の展開

市レベルで検討された内容の展開

市地域ケア会議

◎役 割：市レベルの課題の解決

◎メンバー：関係団体・機関の代表等

◎開催回数：年２回開催

虐待防止連携推進会議

◎役 割：３虐待の連携した取組の推進

◎メンバー：関係団体・機関の代表等

◎開催回数：年２回開催
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